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２
つ
、
男
子
用
１
つ
、
手
洗
い

を
設
置
す
る
。

農
作
物
の

低
温
被
害
対
策
事
業

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
び

わ
・
柿
等
の
農
作
物
の
低
温

被
害
は
、
果
樹
の
種
類
に

よ
っ
て
補
助
金
に
違
い
は
あ

る
の
か
。

　

農
作
物
の
低
温
被
害
対
策

事
業
費
の
補
助
金
は
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
・
び
わ
・
柿
が 

該
当
す
る
。
平
年
に
比
べ
て

30
％
以
上
減
少
に
な
っ
た
も

の
に
補
助
を
す
る
が
、
品
目

に
よ
っ
て
、
補
助
率
に
違
い

は
な
い
。
補
助
率
は
県
が
３

分
の
１
、
市
が
３
分
の
１
を

補
助
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
補
助
事
業
の
残

り
３
分
の
１
は
、
Ｊ
Ａ
え
ひ

め
中
央
が
対
応
し
、
農
家
の

負
担
は
な
い
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ

レ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て

①
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト

イ
レ
は
、
人
工
肛
門
と
か
人

工
膀
胱
と
か
を
つ
け
て
い
る

方
を
対
象
と
さ
れ
る
ト
イ
レ

で
あ
る
が
、
ウ
ェ
ル
ピ
ア
の

ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

②
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

場
所
に
設
置
す
る
の
か
。

①
設
置
箇
所
に
つ
い
て
は
、

体
育
館
の
横
の
多
目
的
ト
イ

レ
の
部
分
に
現
在
、
設
置
予

定
で
あ
る
。

②
当
初
は
館
内
に
設
置
す
る

予
定
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ル
ピ

ア
の
管
理
者
等
と
協
議
し
、

は
つ
り
工
事
等
が
必
要
に
な

り
、
今
の
場
所
に
変
更
し
た
。

　

利
用
者
の
立
場
に
立
っ

て
、
管
理
者
や
福
祉
課
も
交

え
て
協
議
し
、
再
度
、
館
内

に
設
置
で
き
る
か
ど
う
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

伊
予
市
総
合
計
画
実
施
計

画
調
査
等
特
別
委
員
会

　

今
期
定
例
会
に
お
い
て
、

特
別
委
員
会
と
し
て
、
最
終

報
告
を
行
っ
た
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

に
つ
い
て
は
、
議
会
に
も
各
種

の
陳
情
等
が
出
て
い
る
状
況

か
ら
、
当
委
員
会
と
し
て
は
、

地
元
と
市
が
協
議
を
重
ね
、

こ
の
問
題
が
円
満
に
解
決
さ

れ
、
財
政
的
に
有
利
な
合
併

特
例
債
の
活
用
期
限
内
の
速

や
か
な
完
成
を
強
く
望
む
。

た
だ
し
、
今
後
、
建
設
場
所
の

選
定
に
長
期
間
を
要
す
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
候
補

地
選
定
も
視
野
に
入
れ
、
早

急
に
再
検
討
を
行
う
こ
と
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
等
経
営
改

革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
郡
中
の
み
民
営
化

が
決
ま
っ
て
い
な
い
。
今
年

度
同
会
社
の
増
資
を
行
い
、

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
役

割
は
薄
く
な
っ
て
お
り
、
利

益
を
追
求
す
る
会
社
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
、

他
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
先
立

ち
民
営
化
を
視
野
に
入
れ
再

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

栗
の
里
な
か
や
ま
に
つ
い

て
は
、
累
積
赤
字
が
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
状
態
で
24
年
度
に
民
営
化

し
て
も
、
解
散
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
あ
る
。
も
し
、

会
社
が
解
散
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
経
営
者
の
責
任
問
題

等
の
課
題
は
あ
る
が
、
地
域

住
民
、
販
売
農
家
等
へ
の
人

的
・
財
政
的
支
援
を
行
う
な

ど
の
配
慮
に
よ
り
、
地
域
の

活
性
化
に
向
け
て
の
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
民
営
化

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
市
の

土
地
・
建
物
を
無
償
で
使
用

し
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の

発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
る
中
で
、
会
社
ご
と
に
民

営
化
の
時
期
が
異
な
る
こ
と

は
、
地
域
住
民
に
対
し
、
説
明

が
で
き
な
い
。
で
き
れ
ば
同

時
期
で
の
民
営
化
を
望
む
。

問

被害を受けたキウイフルーツ

答

問答

オストメイト対応トイレ

特
別
委
員
会
最
終
報
告


